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角野 達也
（太白区）

内藤 隆司
（大崎市区）

遠藤いく子
（青葉区）

•総務企画委員会
•地域活力
　調査特別委員会

三浦 一敏
（石巻・牡鹿区）
•建設企業委員会
　副委員長
•総合観光戦略
　調査特別委員会

天下みゆき
（塩釜市区）

•保健福祉委員会
　副委員長
•いじめ・不登校等
　調査特別委員会

福島かずえ
（若林区）

•経済商工観光委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

中嶋　廉
（泉　区）

•環境生活農林水産委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

•建設企業委員会
•地域防災
　調査特別委員会

•文教警察委員会
•地域活力
　調査特別委員会

大内 真理
（宮城野区）

•保健福祉委員会
•地域防災
　調査特別委員会

所 属 す る 常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

２
月
定
例
県
議
会（
第
３
５
９
回
）を
終
え
て

　

２
月
17
日
に
開
会
し
た
２
月
定

例
議
会
が
、
３
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
と
国
民
と
の
間
の
矛
盾
が
深

化
す
る
も
と
、
ま
た
震
災
か
ら
６

年
目
を
迎
え
る
中
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

党
県
議
団
は
、
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
、「
富
県
戦
略
」
と
「
創

造
的
復
興
」
で
被
災
者
・
県
民
を

置
き
去
り
に
す
る
村
井
県
政
の
諸

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
積
極
的
に

論
戦
し
ま
し
た
。

１
、
議
案
の
賛
否
に
つ
い
て

　

今
議
会
に
は
、
１
３
８
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
予
算
議
案
や
蒲
生
干
潟
に
か

か
る
七
北
田
川
の
河
川
堤
防
、
雄

勝
の
防
潮
堤
２
件
な
ど
全
部
で
29

議
案
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

２
、
意
見
書
・

　
　
　
　
請
願
等
に
つ
い
て

（
１
）
意
見
書
に
つ
い
て

　

①
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
の
更
新
制
の
導
入
等
を
求
め
る

意
見
書
②
無
料
公
衆
無
線
L
A
N

（
W
i
︱
F
i
）
環
境
の
整
備
促

進
を
求
め
る
意
見
書
③
今
後
の
通

商
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
④
政

治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
⑤
性
犯
罪
等
被
害
者
を
支

援
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
を
求
め
る
意
見
書

⑥
高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
⑦
復
旧
・
復
興
事
業
の
総
仕
上

げ
の
た
め
の
人
材
確
保
を
求
め
る

意
と
見
書
の
、
７
本
の
意
見
書
が

本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
③
と
⑦
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
２
）
請
願
に
つ
い
て

　
「
被
災
者
に
医
療
・
介
護
の
負

担
免
除
継
続
を
求
め
る
請
願
」
が

本
会
議
に
か
か
り
、
わ
が
党
県
議

団
と
み
や
ぎ
県
民
の
声
が
賛
成
討

論
を
し
ま
し
た
。こ
の
請
願
に
は
、

わ
が
党
議
員
団
と
み
や
ぎ
県
民
の

声
、
社
民
党
県
議
団
、
無
所
属
の

会
の
22
名
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
な
ど
の
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
そ
の
他

　

閉
会
日
に
「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
案
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。

　
出
力
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
火

力
発
電
所
を
宮
城
県
の
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
対
象
に
す
る
改
善
が
実

現
し
ま
し
た
。

　
中
嶋
廉
議
員
が
二
〇一六
年
二
月

二
十
五
日
の
宮
城
県
議
会
本
会
議

で
、
関
西
電
力
と
伊
藤
忠
の
石
炭

火
力
発
電
所
計
画
（
十一万
二
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）
は
法
の
規
制
（
十
一
万

二
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
が
対

象
）
を
か
い
く
ぐ
る
「
ア
セ
ス
逃
れ
」

だ
と
批
判
。
小
規
模
火
力
を
県
の

環
境
ア
セ
ス
の
対
象
に
す
る
制
度

改
正
を
初
め
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
月
議
会
で
「
仙
台

港
の
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
問
題

を
考
え
る
会
」（
共
同
代
表
＝
長
谷

川
公一・
東
北
大
学
教
授
、
明
日
香

壽
川
・
東
北
大
学
教
授
）
か
ら
各

会
派
に
働
き
か
け
が
あ
り
、
自
民

党
、み
や
ぎ
県
民
の
声
（
民
進
党
系
）

の
議
員
が
相
次
い
で
ア
セ
ス
逃
れ
を

や
め
さ
せ
る
よ
う
求
め
、
中
嶋
廉

議
員
の
問
題
提
起
が
超
党
派
の
声

に
発
展
、
村
井
知
事
の
決
断
を
引

き
出
し
た
も
の
で
す
。

　

中
嶋
廉
議
員
は
三
月
の
環
境
生

活
農
林
水
産
委
員
会
で
、
大
気
汚

染
が
全
体
的
に
改
善
し
て
い
る
の
に

喘
息
の
発
症
が
減
ら
な
い
原
因
と

し
て
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
作
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
（
図
を
参
照
）。
関
西
電
力
に

続
き
四
国
電
力
も
仙
台
港
地
域
に

石
炭
・
バ
イ
オ
マ
ス
混
焼
火
力
発
電

所
（
十
一
万
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を

建
設
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
大
気

汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
を
再
来
さ

せ
な
い
た
め
に
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
等
を

規
制
対
象
に
加
え
る
県
の
公
害
防

止
条
例
改
定
を
提
案
し
ま
し
た
。

嵯
峨
井
勝
氏
（
元
国
立
環
境
研
究
所
・

大
気
影
響
評
価
研
究
チ
ー
ム
・
総
合
研

究
官
）の
作
成
資
料
よ
り（
雑
誌『
前
衛
』

２
０
１
７
年
２
月
号
に
掲
載
）


